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現代のお花見と過去の花見 

早いもので３月も終わりが近づいてきました。冬の寒さはうすれ、日に日に暖かくなり春の訪

れを感じさせます。 

さて、この春の時期の行楽として真っ先に思い浮かぶのがお花見だと思います。すでにお花見

をされたり、予定を立てたりされている人も多いのではないでしょうか。 

現代のお花見は、桜の花を眺めながら、家族や友人とにぎやかに飲食を楽しむスタイルが一般

的であり、何より誰もが気軽に楽しむことが出来ます。では、現代のお花見のスタイルはいつ頃

から始まったのでしょうか。今回は、青木宏一郎著『江戸庶民の楽しみ』より現代のお花見スタ

イルの起源について紹介します。 

まず初めに現代のお花見スタイルを確立させたのは８代将軍徳川吉宗の治世と言われていま

す。では、それ以前の花見とはどのような形で行われていたのでしょう。江戸時代以前の花見を

楽しむことが出来た人々というのは、豊臣秀吉が催した醍醐の花見に代表されるように、貴族や

武士、そして一握りの上層町人に限られていました。当時の花見は、花を見ながらにぎやかに過

ごすというものでなく、和歌を作ったり、漢詩を詠んだりと、現代のお花見とは大きく異なって

おり、また花見を催すには高い教養を要しました。そのため、誰もが気軽に参加できるものでは

なく、参加するためには高いハードルを乗り越えなければなりませんでした。 

さて、そんな上流階級の行楽だった花見を庶民も楽しめる現代のスタイルに移行させたのが

先に紹介しました徳川吉宗です。徳川吉宗といえば享保の改革での質素倹約を推し進めたイメ

ージが強いですが、庶民の行楽やレクリエーションについては意外なほど理解を示していまし

た。 

当時は桜の名所と呼ぶことのできる場所は多くありませんでした。代表的なのは上野公園の

寛永寺でしたが、寛永寺は徳川家の菩提寺のため、敷地での飲食等は禁止されていました。その

中で吉宗は浅草や飛鳥山（現東京都北区飛鳥山公園）に桜を植栽しました。また庶民が気軽に利

用できる水茶屋も多く設置し、桜も見ながら飲食ができる空間を積極的に作りました。こうして

これまで貴族や武士など上流階級の行楽であった花見が庶民層まで波及し、現代のお花見のス

タイルにつながっていくのです。 

今回の書窓では江戸時代の花見について取り上げました。今回取

り上げました『江戸庶民の楽しみ』に加えて青木宏一郎氏の著作『大

正ロマン 東京人楽しみ』という本があります。こちらでは江戸時

代の後、大正時代における人々の花見について取り上げられていま

す。時代によってお花見の楽しみ方も少しずつ変わっていきます。

これらの本を通じて現代と過去のお花見のスタイルを比べてみる

のも面白いのではないでしょうか。 

図 書 室 だ よ り 
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どちらの本も町図書室に配架され
ています。 
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今月の新刊（一般書） 



第３９９号           書窓           令和５年３月２８日 
  

- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今月の新刊（児童書） 
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